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Yoshikazu TSUCHIYA 

l研究の背景と本研究の目的

今日、複雑な社会の変化に対応することができ

るように文部科学省では、「生きる力」や「確か

な学力」を経て f21世紀型能力」が初等中等教

育において育成されるべき資質・能力として検討

されている。

21世紀型能力とは、 rli"生きる力』としての知・

徳・体を構成する資質・能力から、教科・領域欄

断的に学習することが求められる能力を資質・能

力として抽出し、これまで日本の学校教育が培っ

てきた資質・能力を踏まえつつ、それらを r基礎』
『思考JIi"実践』の観点で再構成した日本型資質・

能力の枠組みJ(文部科学省 2014a)である。そ

して 21世紀型能力は、「思考力J を中核として、

それを支える「基礎力」、その使い方を力向づけ

る「実践力」という三柄構造で構成されている。

まず「思考力』として、「問題解決・発見力や

創造力J、「論理的・批判的思考力」、『メタ認知・

適応的学習力」が挙げられている。次に「基礎力」

は「言語スキル」、「数抵スキルJ r情報スキル」

といった『思考力」と「実践カ」の基盤となる力

が挙げられている。最後に「実践力Jをみると、「自

律的活動力Jや「人間関係形成力J といった主体

的に生活を営んでいくことができる力と「社会参

両力」や「持続可能な未来への責任」といった社

会の一員として、社会へ働きかけていくことがで

きる力が挙げられている。特に初等中等教育の鼠

終段階である高校生にとって、生活者として社会

の担い手として 21世紀型能力の捜仰を学校教育

の中で十分に保障する必要があるだろう。

21 世紀型能力を宵成するためにはどのような

授業を展開する必要があるのだろうか。今後の教

育について「初等中等教育における教育課程の

基準等の在り方について(諮問)J(文部科学省

2014b)によると、児童・生徒に必要な資質・能

力の育成のためにはJどのように学ぶか」といっ

た学びの質や深まりを重視し、「課題の発見と解

決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習(いわゆる

「アクティプ・ラーニング)Jの指導方法等を充

実させる必要があることが明記されていた。つま

り、これからの学校教育では、生徒同士の関わり

合いを前倒した生徒主導の学びが必要であり、教

師は体験的な学びをいかに授業の中で取り入れて

いくかを思考しなければならないのである。

こうした 21世紀型能力の育成が指向される学

校教育の中で、家庭科はどのような役割jを担うこ

とができるのだろうか。 2009年に改訂された高

等学校学習指導要領解説家庭編によると、家庭科

の目標は、「人間の生涯にわたる発達と生活の営

みを総合的にとらえ、家族・家庭の意義、家族・

家庭と社会とのかかわりについて理解させるとと

もに、生活に必要な知識と技術を習得させ、男女

が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する

能力と実践的な態度を育てる」である。また土屋・

場内 (2012a)は、家嵯科を r生活ができるレベル

の家事技術の習得のためではなく、自分の生活を

どのようにデザインしてしるくかを考え、実践でき

るカを育成する教科J とみなし、「自分がどのよ

うに生活や社会に対して働きかけていくかを主体

的に考える力Jである『生活を創造する力Jを家

庭科の学力として捉えていた。ここから家庭科は
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学校教育において、現(1:・将来の生活を削造して

いく上で必要な)Jを身につけることができる教科

と考えられる。

したがって家庭科は、学宵指導虫i官iの目標にも

掲げられているように社会との関わりをもった教

科であること、そして'1:7丙を閑いlf(し思考してい

くことで実生活に活かされる力を志向した教科で

あることからも、学校教育において 21(I!紀型能

力を身につけるために明要な教科となりえる。

一方で、家庭科の学刊について、克際に学習を

している尚佼生はどのように捉えているのだろう

か。土M・堀内 (20121>)は、全日制課程(以下全

日制)の生徒と定時制課程(以下定時制)の生徒

の家庭科叫について凋而をした。 fll:活に関する

知識J r生活について考える力」が家庭科で身に

つく力だと思うと同符した生徒の抑IJ{1は定時制の

生徒の方が全日制の生徒よりも低ネである・lj

で、 r1'1分の意見を表現する力」が家庭科で身に

つくと促えている生徒の割合は定時制の生徒の方

が全日制lの生徒よりも尚率であると p う結果が111

ていた。つまり、定時制の生徒のjjが全日制の'1:
徒よりも「自分の君、見を表現する ;)JJが家庭科で

身につくと捉えていたのである。他にも家庭科の

目標として「恨拠を持ち判断できるようにするた

め」、 r'1:.活の課題やIIIJ姐を発見できるようにする

ため」と挺えている ~I:f曜の割合も定時制の生徒の

方がイ'i.ei.に高率て・あった。定時制の生徒は生活の

知識・技術のみではない目標を家J!f刊の学習に見

出していたことがわかった。

また:1:民 (2014)は、高校生の拠える家庭科で

身につく )Jについて{也教科との比較から分析・考

察した。「知識や技術」、「知識や技術を活用する力」

が家庭科で身につくと回答した生徒の割合は他教

科に比べ商率であったが、「問題や，ilI!姐を発見し、

解決する力」、「自分の意見や考えを持つ力」、収

拠を持ち判断する力」、 rI~I 分の意見や考えを発J

表現する}JJ は、他教科と比較すると家庭科で身

につくと思う生徒の川合は低率であったことがわ

かったa 高校生にとって家庭科は、他教科と比べ

生活に活かされる力が宵成できる教科という捉え

ではなかったことカtlPJらかとなった。

以上のような生徒の家庭科で身につく力に対す

る捉えがある中で、 11'6校生は家庭料をどのような

教科と認J践しているのだろうか。次に向校生の家

庭科に対する意識を把制する必要があると考え

た。現白:家出科教育を受けている高校生の意諜は

実際に受けた家庭科の段業に由来するものであ

る。つまり尚校生の怠誠を調査することで、両校

生にとって家庭科はどのような教科となりえてい

るのか、 A.6校での家庭科教育の現状をJJIt解するこ

とにもつながるだろう。そして家庭科観の現状を

担握することは、尚校段階での家庭科には伺が不

足しているのか、またどのような学刊を展開すれ

ばよいのか、今後家出科教育の在り方を考えるた

めの子丘てともなる。

したがって本研究は、高校生を対象とした質問

紙調査から尚校生の家出科に対するJ払織を明らか

にすることを目的としている。そして両校生の意

識から家嵯科教育の現状と課題を把臨し、今後の

学校教育における高校段階での家庭科教育の在り

方を検E吋ずる。

2.研究方法

研究方法は、「家出科学習と生活怠織に関する

アンケート」を実施し、調査結果を分析・考察し

たe 調古内特は尚校生の家庭科のイメージや家庭

科の中で学びたい学科内容といった家庭科観につ

いてtmうl付符と性別役'm分業に対する考えについ

て問う内符であるe 調布方法は留阻き式の質問紙

調査である 3 実施日は 2012年 12月、対象は神

奈川県ドの進学校に通い、調査当時、家庭科の授

業を受けていた高校 l年生男子 112名、女子 82

名の計・ IB4名である。なお集計には SPSS統計

パッケージ vel二18を使川し、統計的な有意性の

検定には、 χ2検定を行った。

1 -3 -2. 結果及び考察

(1)家庭料はどのような教科か

まず「家庭科はどのような教科でしょうか」と

尋ねたところ、図 lのような結県が得られた。

なお以降'Jミすデータは、質問紙調査において「と

てもそう!品う」、「少しそう思う」とl司符した生徒

の割合を合わせて各明日に対して「そう思う」と

回答した生徒の割合を示している。
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n分の生活について符え直すための教nである

社会と関わりのある教科である

普段何気なく送っている生活の'1'での行L、の.窓口止に気づ

くための教科である

回全体

回男子

・女子

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

図 I 家出科はどのような教科か (N=194)

図 lをみると、「生活の方法を学ぶための教科

である」と思う生徒の制合は全体で 92.3%、次

いで「将米、一人暮らしをする時に闘らないよう

にするための教科である」と思う生徒の割合が全

体で88.7%であった。

一方、『社会と関わりのある教科である」と思

う生徒の捌合は全体では 82.5%と8WIJ以上の生

徒が「そう思うJ と回答していたが、則女で有意

差があった。男子は 76.8%、女子は 90.2%と、

男子の割合の方女子よりも有意に低単であった。

また『普段何気なく送っている生活の中での行い

の意味に気づくための教科である」と思う生徒の

湖合も到女の有意差があり、男子は 63.7%、女

子は 79.3%と男子の方が「そう思う J と回答し

た割合は有意に低率を示していた。

この結県より、高校生は児女共に家出科を r生

活を営むためには必要な教科」であると促えてい

ることがわかった。しかし、男子生徒の方が女子

生徒に比べ家庭科が社会と関わりのある教科とい

う認識を持っていなかったことや、男子生徒の方

が女子生徒に比べ家庭科が自分の生活を見つめ位

す教科という認識を持っていなかったことが明ら

かになった。

女子生徒の方が男子生徒よりも、家庭科が社会

と関わりのある学習内容の教科であること、今の

自分の生活を見つめ直すことができる教科である

ことを認識していたことがわかった。つまり女子

生徒は、家出科が自分の身近な範囲にとどまらな

い生活の隙々な側面に関わる学習と捉えていると

考えられた。

(2)家庭科のイメージ

次に、「家!怠科に対してどのようなイメージを

持っていますか」と尋ねたところ、図2のよう

な結果が得られた。

『男女関わらず学習する意味のある教科である』

と思う生徒の捌合は全体で94.9%とほとんどの

高校生が家臨科を学習する必要性を認識している

ことがわった。また「学校で学ぶ意味のある教科

である』と思う生徒の割合は全体で83.1%、さ

らに「受験科目ではないけど必要な教科である」

と思う生徒の押l合は 81.0%であった。

そのような捉えがある反i師、「学習内容が理解

しやすい教科である」と回答した生徒の押l合は全

体で 68.2%、「学習内容が興味深い教科である』

と同答した生徒の由j合は全体で 67.2%と「学習

-33ー
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男k問わらず学習寸る怠味のある主主将である

学校で午ぷ意味のある教科である

受験科目ではないけど必要な教科である

学智内容が開併しやすい教科である

学習内す1/);興味深い教符である

ill胤しなb、教科である

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

回全休

日男子

・女手

関2家庭科はどのようなイメージ (N= 194) 

内容」の興味・理解に閲する項目では高率を示し

ていないことがわかった。さらに「退屈しない教

科である」と思う生徒の割は全体で 57.2%と、 4

割以上の生徒は家嵯科を退屈な教科だと捉えてい

ることがわかった。

以.1:の結果より、家庭科は学押する意味のある

教科であり、(1)の結果と同様、向校生は男女共

に家庭科を学習する必要性を認識していることが

わかった。しかし、全体として 3割近くの両校

生は学習内容に|則しての理解や興味・関心がな

いこと、さらに向校生の半数近くが家庭科はll!1，1I

な教科というイメージを持っていたこともわかっ

た。

本調査から高校生が、「家庭料」という教科 I~I

体に I'j定的なイメージを持っていることが明らか

になった。しかし、高校生は家臨科学習の必要性

は認調しているものの、具体的にどのような学習

内等が自分たちの生活と関係しているのかという

理解が不足しており、自分の生前とつながってい

るということを依拠とした必要性を感じていな

い。このことが結県として家庭科学習に対する|則

心や意欲に影響していると考えられた。

(3)家庭科の学習内容

次に家庭科の学習内容を1OIJ1目ならベ、「以

下の家庭科の学習内符を学びたいと思いますか』

と尋ねたところ、図 3に示すような結果が得ら

れた。なお今回は男女別の割合は示しておらず全

体の「そう思う」割合のみ示している。

割合が高い順にみていくと、「食事と健康」の

内容を学びたいと問答した割合が91.2%と最も

高く、食に対する関心は非常に商いことがわかっ

た。次1，.で「生活設計J が84.1%、「消費生活」

が78.5%であった。

一方、「共生社会と嗣祉」は 65.6%、「高齢期

の生活」は 65.5%と他の内容よりは低率を示し

ていた。生徒が必要性を感じている内容は、現在

の自分の生活の範囲内で考えられることに留まっ

ており、自分の現夜の生活とあまり関わりのない

内容になると学びたいと思っていない、つまり必

要性を感じない傾向になるのではないかと推察さ

れた。

(4)家出科の授業

次に「家庭科の授業に対してどのように思って

いますか」と尋ねたところ、図4のような結果

が得られた。

「実i習があっておもしろしりと思う生徒の割合

は全体で 90.8%であり、 9割以上の生徒は家庭

科の段業において'史料に楽しさを見いだしている
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食事と健康

生活設計・

消費生活

住居と住環境

子どもの強遥と保育
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被H

j共与凶企生5兆北引~.付社巴j上1:会と編祉

高齢期の生活

0% 20% 40% 

91.2% 
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77.4% 
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72.$% 

71.3% 

71.3% 

65.6% 

65.5% 

60% 80% 

寸

100% 

間3 家庭科の学習内容を学びたいと思うか (N=194)

ことがわかった。さらに「他の教科と比べて楽で

ある」と思っている生徒の畑合は全体で 83.6%、

「グループでの活動があるJ と思っている生徒の

割合は全体で 83.1%と高率を示していた。

しかし「グループでの活動がある」と思うと 8

割以上の生徒が回答している一方で、 rI~J 分の意

見や考えを表現できる場がある」と思う生徒の胡

合は全体で 61%、「他の人と意見を交換する湯が

実習があっておもしろい

{也の教科に比べてf艇である

グループでの活動がある

傑々な*柄について考える湖がある

自分の窓見や~えを表現できる織がある

他の人と意見を交換する助がある

0% 20% 

ある』と思う生徒のjl則合は全体で 58.5%であっ

た。ここから家庭科において「グループ活動」は

設定されているものの、意見や考えを表現する場

としては不十分であると推察される。

さらに「自分の意見や考えを表現できる場があ

る」と思う女子生徒=の制合は 52.4%、「他の人と

意見を交換する場がある」と思う女子生徒の割合

も52.4%であり男子に比べ有意に低率を示して

40% 60% 80% 100% 

回全体

回男子

回女子

図4 家庭科の授業に対してどのように思っているか(N=194)
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'1'.治i二Il<llするtlH村

'~:， ili (7】課~やml~そ 11!見できる JJ

総凶や1m組合n分で向Viたできる )J

n 'rtの意見や』うえそJ(lJI.できる J) 61.1% 

回全体

ロ男子

国女子

-E帽園田盟国圃副四週-園開闘哩劃恒国間-圏直掴司留置薗 46.:l~~ 

m処を持t>1~11断できる }J

O'l也 20% 40% 

54>・I~ó
54.9% 
53.:7'}d 

60% 80% 100% 

I文15 家庭科の学習を過してどのような力が身につくと思うか (N=194)

いた。したがって、半数近くの女子にとって家出

刊の授業には、 n分たちの意見や考えを1<刷でき

る場が無いと与えられていることがわかる o II分

の意見を哀別できると考えている生徒が'A{.のli

が少ないということは、男子'1:.徒よりも女f11:.徒
の方が家庭科に対してやりづらさを感じていると

も考えられるだろう。

(5)家庭科の'下刊で身につく }J

次に、「家出科の学習を過してどのような力が

身につくと思いますか」と付ねたところ、 l文15

のような結果が何られた。

「生活に|則する知識」と!且う 'l:.f'Eの割合は全体

で95.4%、 r'1:.前について考えられる}JJ と思う

生徒の割合は全体で 93.3%と9割以上の生徒が

『そう思う」と1"17干していた。また、「生活に|到す

る技術」と思う生徒の符IJftも全体で 88.2%と高

不であった。 n~I~J近い高校生が家庭科の学制が生

活の知識・技術の習得につながると認識しており、

実生活における嵯礎・基本の刊gJが目指された家

出科学習が展開されていることが推察される。

しかし、 rl'l分の意見や考えを友現できる}JJ

と思う生徒の'，'~JfÎ"は全体で 54.9%、さらにリIJ 'A 

別にみると久:{"I:.徒で「そう思う」と回持した淘l

合は 4H.3(){，と男子生徒よりも1J立に低率であっ

たι これは (4)の結県で、「表現の場がなIt'J と

回符した'七徒の割合が男子生徒よりも女子生徒の

方が優位に低率であったことと関係していると考

えられる。

また「恨拠を持ち 'I~J断できる力」と思う生徒の

割合も全体では 54.4W，と 5割ほどであったc 「恨

拠をJJtち判断する}JJ とは、自分がどのようにし

ていくか妥当性を持って判断するという実生活に

おける怠思決定に|則わるものと考えられ、実際の

生活の'1'で活かされる力であるだろう。したがっ

て、生活の知識・技術が身につく力と捉えている

・ liで、それらを~'I:.7iTiの中で活川して表現した

り判断したりする力が身につくと与えている生徒

はあまり多くないと号えられる。

(6)性別役割分業に対する意識

以後に「生活に対する意識」として性別役割分

業にかかわる家事や仕事に対する忠誠を生徒に吋

ねたところ、図 Gのような結果が仰られたc

「リj久・が協力して家'1'や育児を行う必要があるJ

と思う '1:.徒の;甲IJ{'jは全体で 97.4%であり、次い

で「リJ'A共働きの場合、家事は平等に分担する必

要がある」と思う生徒の割合は ~)2.8%、「結鯖 L
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絵師干しても、働くことは女性の'1'.さ品川、となる

!.ct世が家事をできるf\lt庖・状況であっても.男性It'.~~$を
する必使がある

男女共俄きの明合、~~*は平等に分担1寸・るiOバ艇がある

男1.(が協力して家事や育児を行う必叫がある

家事 .f{児や介護I:t女性の方がr"l¥、ている

男性は外で!t~き. l.d宝l:1，宮廷にいることが'iHしい

品I~~骨や出産・育児の附101に l立、女性は退職し京I江に噂念す
る}jが良い

回全体

ロリIJr 
田k子

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 

図6 性別役割分業に対する怠識(N=194)

ても、働くことは女性の生きがいとなる」と思う

生徒の胡合は全体で 92.3%と、 9i'm 以.1:の生徒
が「そう思う」と|回答していた。また、「女性が

家事をできる環境・状況であっても、則-1'1:は家事

をする必要がある」と思うと回答した生徒の捌合

は全体で 84.6%であった。上位4項目に閲して

は男女の有意荒がないことから男女による意識の

忠男はないと考えられる。したがって、リj女共に

家庭生活におけるリj女平等意識を持っていること

がわかる。

しかし、残りの 3項目をみると、開女の有意

疋があり、特に男子生徒の特徴が明らかとなっ

た。「育児や介護はよc性の方が向いているJ と思

う男子生徒の割合は 69.0%と女子生徒の割合の

42.0%よりも高率を示していた。また「男性は

外で働き、女性は家庭にいることが明ましい』と

思う男子生徒の割合は 48.7%と、半数近い男子

生徒は、おそらく将来実になる人には家庭にいて

ほしいと思っていると考えられた。 ・11でこの項

目に対して「そう思う」と回答した女子生徒の割

合はわずか 13.4%と 2割にも満たなかった。つ

まり多くの女子生徒は将来、家庭を持った時に、

将来自分だけが家庭に専念し男性だけが外で働く

ということに対して明ましいとは思っていないこ

とがわかる。「結婚や出産・育児の時JQJには女性

は退職し家庭に専念する方がよい」と思う男子生

徒の叩l合は 61.1%、女子生徒の胡合は 31.7%で

あった。

以上より、男女共に家出生活における平等意識

を持っている反面、家庭に対して望んでいること

は男女に荒があり、 7割近い男子生徒は女性の方

が、家、HIこ向いていると考えており、さらに、女

性に対して家庭にいて家l)~をしてくれることをlUl

侍している而もあることがわかった。

したがって特に男子生徒の特徴として、見!J:.平

等窓識を持ちながら、 ltaまでは家庭生活において

女性に求めることがあり、性別役割分業意識に対

して j'i定的な捉え方が少なからずあることがわ

かった。仮に「家庭科」を「家庭を営むための教

科」という捉えがあるとしたら、そもそもの生活

に対するこうした考えが家出科の教科観に膨解し

ているのではないかと推察される。

4.まとめ

高校生の家庭科観を調布したところ、高校生は

!)Jム・ともに家庭科は生活に|則わる教科として学習

する怠味があると捉えていることがわかった。

方で~jI: ~ÞI内符がわかりやすい、興味深いと思う生

徒の畑合はあまり高くなかった。さらに具体的な
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内容として「高齢期!の生活Jや「共生社会と制ねし

を学びたいと思う生徒の割合も高くなかった。こ

のことから、両校生は家雌科学習の必要性は認識

しているが家庭科の学習内容の何がどのように自

分と関わり必要なのかというところまでの認践は

なく、学習の意味づけができていないものと考え

られた。

ところで、生活を削治するためには、生活に閲

わった身のまわりの内容を学習するだけでよいの

だろうか。綿引 (2005)は、「家庭生活をよりよく

するためには、社会や地域など家庭外との相互作

間・関連性の部分まで悦野に入れる必要があるだ

ろう」と述べている。「家庭をよりよくしていく」

というとどうしても「身近な生活をどのようにし

ていくか」が項要制されるが、実はそれだけでは

不十分であり、生活を取り巻く社会や地域にも臼

を向けていく視点が欠かせないのである。した

がって、高校生が生活をよりよくするためには社

会全体から自分の生活をどのようにしていくかを

思考する必要があり、学押内容も生活と社会・地

域のつながりを怠J臨した内容がより一同m要なの

である。

また家庭科の授業に|則しては、グループ活動が

あると思う生徒が多い一方で、意見交換の場、表

現の場が授業の~IIIこ，世定されていると思う生徒は

6割ほどであった。そうした授業の実態があるこ

とが、およそ半数の両校生にとって家庭科の学習

で表現する力や判断する力といった実際の生活に

活かされる力が身につくと促えられていないこと

につながっていると推察された。

迫田 (2007)は選別肢を挙げる思考を「拡散的

な思考』とし、『より 11.~~.拡散」のためには、「臼

分とは考えの異なる r他人」との出会~・ J がポイ

ントになると捉えていた。それは、「自分とは考

えの異なる他人は、 I~I 分が気づかなかったことに

気づかせてくれ、考える帖iを広げてくれるJから

である。つまり、他将と意見交換をしたり1'1分の

考えを表現することは、「気づき」を促すと"司時

に視野を広げ思考の深まりを促すことにつながる

と考えられるのである。

他者との関わり合いながら自己の学びを深めて

いくという観点では「協同学習」が有効であるだ

ろう。杉江 (2011)によると「多様な意見を交わ

すことで多織な情報を得ることができ、よりよい

解決に至る可能性が増す」ことが協同学刊におけ

る学び合いの効*であるとしている。つまり他者

との意見交換や炎現の場といった rta同」の場面

は思考の深まりを促すものであり、生活を削造す

る力の育成に得与するのではないかと考えられ

る。

他者との|則わりに閲しては批判的思考研究者の

Ennis，R.Hもm'}.l!視していた。 Ennis(1987)は批

判的思考の能力を 4つ上げているが、その lつ

が「相互作JIlJであるc 「相互作用」とはヂィペー

トやプレゼンテーションなど他者との関わり合い

であり、その中で多面的な視点や客観的な視点、の

獲得、さらに 'I~柄の吟味・検討することに結びつ

くと考えられていた。つまり単に生徒が他者と関

わるだけではなく、生徒が互いに rl則わり合う」

ことで思考力が身についていくと考えられる。

意見の交換や衣現の場は、他者の価制観に触れ

る契機になると同時に自分の意見を客観的にみる

機会にもなる。つまり、「気づき』を効果的に促

すことができる場而であるだろう。さらに他者と

意見を交換し、怠見を吟味・検討していく中で自

分の考えもおuり上げていくことができ、生活を「築

く」ことにつながるのである。

生徒が家出科学習の本来の意義を見いだし、学

習の意味づけをするためには、生徒が学習内容を

自分自身の生活と関わらせて考えることが必要で

あると考えられる。佐伯 (1990)は学習者の「内

なる問いかけ」の活動により本当の「学びJが成

立すると考えていた。生徒が自分の生活はどのよ

うに成り立っているのか、また自分が今までどの

ように生活を送ってきたのかなど自分自身の生活

を客観的に見つめ出し生活を創ることが可能とな

る家庭村教育を目指さなければならない。

そうした尚校生の学びには、段業を展開する教

師の役割は非常にif{要となるだろう。 i'l木 (2004)

は、 rH 常~I:7，11を対象とする教科であることが、

生徒の生活への興味・関心を高め理解を容易にし

たり、日常生活への還元を保証するものではない」

と述べている。生徒の学びを保障するためには、

生活を題材にした学習内容を教師がどのように取

り敏い、教材・段業展開を思考していくかが重要

なのである。教師は、tE活を題材にすれば生徒が
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おのずと自分の生活に引きつけられると安易に考

えるのではなく、教師自身も自分の生活を省みて、

学習内容を再解釈した上で教師の自分の生活とも

閲わらせた授業を実践する必要があるだろう。

楓内 (2013)は、「教師にとっても生活者として

の自らのこれまでの生き方が問われ、教師自身の

生活課題への rまなびほぐし』を余儀なくされる」

と述べている。つまり教師も自らの生活を聞い前

し、家庭科の学習内容を吟味・検討していくこと

が必要であり、そうすることで高校生の実生活に

迫る題材・教材、発問などを思考することができ

ると考えられる。

家庭科の学習は、「生活に対する〈気づき〉から、

生活の価値観を〈築く〉学習J(堀内 2006)で

あり、生活を創造する力を育むことをめざしたも

のである。しかし、高校生の捉えをみると、向校

生にとっては必ずしも、家庭科はそのような教科

とはなりえていないということカt明らかとなっ

た。特に家庭科を学ぶ最終段階である高校生に

とって、自分がどのように生活を営んでいくのか

を思考し実践する力を育むことは国型である。両

校段階における家庭科教育では、教師自身が学習

内容に関して吟味・検討した上で高校生が自分の

生活とひきつけて思考することのできる題材・教

材を設定し授業を組み立てていくこと、また学習

に「協同Jの場を設定することで、生活を創造す

るカそして 21世紀型能力を育むことができるだ

ろう。
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